
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 学校の概要 

本校は、京阪神のベッドタウンとして人口が急

増している草津市に位置する。 

平成17年よりエコ・スクールの実践校の指定を

受け、校区に流れる葉山川を中心とした環境学習

を重ねてきた。平成19年には淡海こどもエコクラ

ブ大賞を受賞し、近年はＦＢＣ（フラワー・ブラ

ボー・コンクール）にも参加し、自然や生き物と

のふれあいを体験する学習を積み重ねてきている。   

また、平成24年度から「滋賀環境教育リーディ

ング事業」の指定を受け、環境学習に重点を置き、

地域の方々と共に取り組んだ。また、平成２５年

には環境省より環境保全功労者表彰を受けた。 

 

２ 「エコ・スクール笠縫東」の取り組み 

（１）環境への関心と地域への愛着 

社会では、地球温暖化、水質汚濁など、様々な

環境問題がメディアに取り上げられている。 

それらの問題は何か一つを変えれば解決するよ

うな問題ではなく、様々な立場の人と協力しなが

ら少しずつ解決していかなければならない問題で

あり、一人ひとりが自分勝手な考えを改め、相手

の立場に立って行動したり、将来を見据えて行動

したりする事が大切である。 

 

 

 

本校が進める環境学習のねらいは、人と人、人

と自然のつながりを学び、学ぶ楽しさを知る中で、 

環境への関心や地域への愛着を深め、自分の意思

をもって行動にうつすことができることにある。 

 

（２）エコ・スクールは、仲間づくりから… 

本校の「環境学習」は「自然環境」という意味

だけでなく、「地域・人」も含め、「自然・地域・

人」を広い意味での「環境」ととらえている。 

一年間を通して、地域の方々にお世話になりな

がら地域を流れる川である「葉山川」を基点に、

全学年が、生活科・総合的な学習の時間を中心に

「葉山川学習」に取り組み、環境学習を推進して

いる。大人も子どもも楽しく集いながら環境学習

を進めており、このことから「葉山川楽集（がく

しゅう）」と総称している。そしてこの学びの過

程において、子どもたちと地域の人々との「つな

がり」を特に重要視している。 

地域には、子どもの地域での学習をサポートす

る「地域協働合校推進協議会」があり、特に、エ

コスクールについては「エコスクール支援委員会」

を年２回開き、学校と地域とが連携して学習を進

めている。子どもたちには、学習を通して、自然

のすばらしさや人の心のあたたかさに気づき、ふ

るさとを大切にする心が養われてきている。 

 

人と人、人と自然とのつながりを学ぶ環境楽集（がくしゅう） 
地域の人々とつくる「ふるさと葉山川博物館」 
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身近な自然環境である葉山川での環境学習を基点に、地域の自然や人を愛

し、みんなが幸せに生活するために、環境に配慮した暮らしや行動の仕方

について考え、実行していける子どもをめざす。 



（３）６年間を通した取組 

低学年では川原にある草花や生き物を中心に、

生活科の遊びの中で身の回りの生命に触れている。 

中学年では、理科の学習と併せて、昆虫や水生

生物などの小動物の観察を中心に調べ学習をしな

がら、食べものやすみかについても考えた。 

 特に４年生では、川探検で川の中に入り、水生

生物や魚をつかまえたり、川底の感触や水の冷た

さを体感したりすることにより、より身近な川に

感じるこができた。一方で、川の中に多くみられ

るごみの問題についても考える機会となった。ま

た、地域の方々と昔の旧葉山川の跡地や遺跡をま

わり、昔の人々の葉山川への思いや、葉山川の氾

濫による人々の苦労などを知ることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（４年 旧葉山川の跡地めぐり） 

高学年になり、５年生では葉山川から琵琶湖に

視点を広げ、フローティングスクールには葉山川

の水を持参し、水質・透明度の違いを調べ、琵琶

湖へ続く川として意識することができた。６年生

では、地域で環境保全活動に携わっている方々一

人ひとりからお話を聞き、その方の思いや生き方

にふれ、そこから今後の自分の生き方を考えてい

く学習を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６年 地域の環境保全活動されている方のお話） 

（４） 委員会での取組 

 本校には「エコロジー委員会」があり、委員会

活動においても環境活動を進めている。昨年度は

ビオトープの看板作りを行った。今年度はメダカ

の放流、ジュズダマやショウブなどの移植も行い、

生き物がより暮らしやすいビオトープにする活動

を行った。また、２月には地域の方と一緒に葉山

川に入りごみ拾いをし、拾ったごみを分別すると

ともに、プラスチック製品などの自然に戻らない

ゴミが環境や生き物の生態にも影響を与えること

を学んだ。これらの取り組みは、全校集会で発表

したり「エコかるた」を作成したりしながら全校

に知らせることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（委員会活動 葉山川で拾ったゴミの分別） 

 

３ ふるさと葉山川博物館での学芸員タイム 

毎年地域で開催されている学区民のふれあい祭

りの日に「ふるさと葉山川博物館」を開館してい

る。多くの来館者があり、一方的に展示を見せる

のではなく、子どもたちが「こども学芸員」とし

て展示物の前に立ち、直接展示物の解説を行う時

間を設けている。子どもたちと地域の人々とが交

流するだけでなく、子どもたちは、自分の言葉で

ふるさとの自然について語ることができた。 

 

４ 葉山川俳句づくりから「葉山川句会」へ 

３年前より本校では全校で「葉山川俳句」に取

り組んでいる。葉山川周辺の自然に触れ、それぞ

れの季節ごとにその思いを俳句で表現している。

葉山川博物館で展示する以外にも、本年度は句会

を開き、全校や地域の方々と一緒に俳句を通して

葉山川や地域の自然の素晴らしさを味わうことが

できた。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（葉山川句会の様子） 

 

６ 発表の場を設ける 

ふるさと葉山川博物館だけでなく、草津市で行

われたこども環境会議にも複数のグループが参加

し、葉山川学習で学んだことを発表することがで

きた。こうした取り組みの中で、学習したものが

より自分のものとなり、自分の思いや考えを伝え

る力がついていくものと思われる。 

 

７ おわりに 

葉山川学習で出会った地域の人々とのつながり

は、今後も続いていくだろう。地域の自然をテー

マにした環境学習は、持続可能な地域づくりであ

り、町づくりである。子どもたちがそこから学ぶ

楽しさを知り、地域の人と楽しく集う関係を作り

ながら、自分の住む町に愛着や誇りをもつことこ

そ、その第一歩である。 
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